
安全衛生社内規則
　労働安全衛生関係法令は遵守すべき最低限の定めであり、労働災害防止の徹底を図るために、建設業労働災害防止協会の定めた建設業労働災害防止規程を遵守するとともに、更にそれらの規定を上回る自主的な本規則を設ける。
１、高さ２ｍ以上の足場等で、手すりが必要な場合は、９０～１１０ｃｍの高さに設置する。

２、開口部や作業床の端も、１と同様の措置をすること。なお、作業に必要のない開口部には荷重に耐えうる蓋をすることが望ましい。

３、高さ２ｍ以上の脚立を作業所に持ち込むことを禁止する。

４、脚立足場・ウマ足場の足場板の長さが３ｍを超える場合は３点支持とする。

５、足場板のたわみが５ｃｍを超える時はスパンを短くするか、足場板を二枚重ねにするなどの措置をする。
６、はしごの突き出しは６０～１００ｃｍとする。

７、昇降設備の踏み桟はステップ式を奨励する。

８、親綱の取り付けは2点以上に留め、垂直方式の親綱は作業者より下部の適正な位置に滑り止めの結び目等を設ける。

９、５０歳以上の者が高所作業（高さ１.５ｍ以上）に出来る限り従事しない様、特段の配意をする。

１０、非絶縁タイプの電動機械器具は３芯コードなどで確実にアースする。

１１、運搬等の人力作業は連続作業で当該労働者の体重の概ね４０％以下、断続作業で４０ｋｇ以下の負荷とする。

１２、溶接溶断作業の周辺に保護具の着用なく立ち入ることを禁止する。また、同作業により発生する有害光線・ヒューム・ガス及び火花等による災害防止に留意し、必要な場合には適切な範囲で溶接溶断作業者以外の立入を制限する。
１３、破砕・切断・吹き付け等による作業で、コンクリート等の破片の飛散や埃が発生する場所に保護具の着用なく立ち入ることを制限する。
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１４、作業所内での車輌駐車は、平坦地であっても輪留めをする。
　

１５、作業所では、事務所・休憩所・トイレ以外の場所では屋内外を問わず、保安帽を着用すること。なお、屋内では内装作業用保安帽の着用を認める。

１６、作業中は、長袖・長ズボン等を着用し、肌の露出を出来る限り少なくする。
１７、喫煙場所以外での喫煙を禁止する。車輌内・作業所事務所・休憩所においても非喫煙者が同席している場合には喫煙を禁止する。

１８、玉掛けワイヤーロープの点検色を次の表の通り統一する。

	月
	１・５・９
	２・６・１０
	３・７・１１
	４・８・１２

	点検色
	緑
	黄
	赤
	白


付　　則

平成○○年○○月○○日　制定
平成○○年○○月○○日　改訂
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